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１．下水道事業が抱える課題

２．経営戦略とは

３．経営戦略の策定の流れ
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１．下⽔道事業が抱える課題
使⽤料収⼊の減少

実績 推計

人口減少が予想されている

人口減少及び使⽤者の節⽔意識の向上に伴い、料⾦収⼊の減少
が⾒込まれる

出典︓国⽴社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成30（2018）年推計）」を基に作成
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１．下⽔道事業が抱える課題
更新投資の増⼤

施設の⽼朽化により、更新投資の増⼤が⾒込まれる
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老朽化施設の更新時期が到来
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１．下⽔道事業が抱える課題
課題解決のためには…経営戦略が必要︕

施設の⽼朽化により、更新投資の増⼤
が⾒込まれる

人口減少に伴い公共サービスの利⽤が
減少し、料⾦収⼊の減少が⾒込まれる

【課題１︓使⽤料収⼊の減少】 【課題２︓更新投資の増⼤】

【総務省】
「経営戦略」を策定し
課題を解決せよ︕

情報
収集

現状
分析

計画実⾏

⾚字︖

いつ対策するか︖
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２．経営戦略とは
経営戦略のイメージ

〇経営戦略のイメージ

〇「経営戦略」は中⻑期的な経営の基本計画
経営戦略は、将来にわたって安定的に事業を継続していくため、今後10年間

の収⽀の⾒通しと取り組むべき施策を⽰した中⻑期的な経営の基本計画。

投資・財政計画（収⽀計画）

投資試算 財源試算均衡（⾚字を出さない）

[投資以外の経費]

効率化・経営健全化の取組⽅針
反映

組織効率化 人材育成 官⺠連携広域化
×

出典︓総務省「経営戦略策定ガイドライン改訂版」
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２．経営戦略とは
経営戦略の位置づけ

経営戦略

⼩⾦井市下⽔道総合計画

維持管理、改築・更新の取組等

収⽀計画を中心とした
中⻑期的な経営の基本計画

基本的な⽅向性・目標を⽰した計画

施策実施のための取組

計画期間︓令和3年度から令和12年度までの10年間
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３．経営戦略策定の流れ
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①情報収集

②現状分析

③投資・財政計画策定

④案の説明・完成

⑤実施、事後検証、改定

・経営の現状分析
・将来の事業環境の把握
・経営の基本⽅針の検討

・毎年度の進捗管理
・３〜５年毎の改定
→PDCAサイクルの確⽴

・事務内容やスケジュールの把握
・策定に必要な資料収集

・将来予測のための試算の実施
・投資試算と財源試算が均衡した形で策定

・投資・財政計画の策定を踏まえ、原案を作成
・審議会、議会及び住⺠へ説明
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